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申請者は，有糸分裂チェックポイントタンパク質 BUB1 に着目し，MM における BUB1 発現異常
の有無，ならびに機能的意義の解明を目的とした．10 種類のヒト MM 由来細胞株(HMCL)，並びに
患者由来骨髄腫細胞における BUB1 発現量を正常形質細胞と比較したところ，再発・難治患者由来
の骨髄腫細胞，及び，HMCL で有意に BUB1 発現が亢進していることが明らかとなり，BUB1 過剰
発現とMMの疾患進行・増悪の関連が示唆された．骨髄腫細胞における BUB1 発現亢進の機能的意
義を検討するため，レンチウイルスを用いて BUB1 発現抑制亜株を樹立し，BUB1 の機能解析を行
ったところ，BUB1 発現抑制したいずれの HMCL においても細胞増殖能には変化を認めないことが
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